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研究実績 

の概要 

ポリフェノールは食品や薬用植物など天然に広く存在し、抗酸化作用や抗炎症作用

をはじめとした様々な機能性を有することが示されている。ポリフェノールの一種で

ある加水分解性タンニン(エラジタンニン・ガロタンニン)およびその代謝物について

も近年研究が進められ、抗糖化作用や抗老化作用など、様々な機能性が認められてい

る。しかし、吸収・分布・代謝・排泄といった生体内挙動については不明な点が多い。

生体内挙動を把握することで、機能性食品の適切な摂取量を定める事ができると考え

られるが、ポリフェノール高含有素材を摂取した際のバイオアベイラビリティについ

てはほとんど報告がない。そこで、本研究ではその研究の一環として、ポリフェノー

ル高含有素材を摂取した際の加水分解性タンニンおよび代謝物の生体内挙動の検討

を行った。 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

ポリフェノール高含有素材としてヒシ(Trapa bispinosa Roxb.) およびアムラ

(Phyllanthus emblica L.) を用い、ラットへのヒシエキス投与実験およびヒトにお

けるアムラ摂取試験を行った。ヒシエキス 100 mg/kgを SD雄性ラットに経口投与後

1，3，6，12，24，48，72 hの血液 (下大静脈から採血) を採取した。また、投与後

72 h までの尿も経時的に採取した。アムラ摂取試験では被験者はアムラエキス 3 g

摂取後 72 hまでの尿サンプルを経時的に採取した。採取した血漿および尿サンプル

は脱抱合後、酢酸エチルにより抽出し、分析用サンプルを調製した。調製したサンプ

ルについて、3種のエラジタンニン、12種の Urolithin類およびエラジタンニン関連

代謝物、および 5種のガロタンニン関連代謝物を含む 20種のポリフェノールを測定

対象として、HPLC-ESI-MS/MS法により定量を行った。 

ヒシエキスを投与したラットの尿中には Urolithin類、Gallic acid類が検出され

たが、それぞれ異なる排泄パターンを示した。Urolithin類はヒシエキス投与後 20時

間前後に尿中に多く排泄され、排泄が遅いことが示された。一方で Gallic acid類は

投与後 1時間ほどでほとんど排泄されていた。血中動態についても、Urolithin類は

最高血中濃度到達時間が遅く、Gallic acid類は早い傾向が認められた。アムラにつ

いてもヒシエキスと同様に Urolithin 類と Gallic acid類で 2つの異なる排泄パタ

ーンを示した。 

エラジタンニン代謝物は吸収・排泄に時間を要するが、ガロタンニン代謝物は速や

かに生体内に吸収・排泄されることが示され、代謝物のタイプによってそれぞれ異な

る排泄パターンを示すことが明らかになった。本研究の結果から、ヒシおよびアムラ

に含まれる加水分解性タンニンの体内動態に関する基礎データを得ることができ、各

食品素材の機能性の実証につながることが期待される。 
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